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里山再生実行プログラム
4モデル事業を実施予定

　今年度は里山再生に向けて 4 つのモデル事業の
実施を計画しています。
　モデル事業は、里山再生基本構想に位置づけ、
より効果的に取り組んでいきます。また、事業効
果を見ながら適宜見直しも行います。

①野生動物緩
かんしょう
衝帯の設置

　農地に隣接する繁茂した山すそを帯状に整備
し、野生動物が生息しにくく、追い払いなどが行
いやすい「緩衝帯」の整備を行うものです。 
　緩衝帯を設けることで、野生動物の生息域と人
里とを切り離すことが目的です。農地への鳥獣被
害の軽減につながり、山すその景観向上にもつな
がります。
②境界杭の無償配布
　地域で山林部の一定の境界を明らかにすること
を目的に、境界杭を設置する集落に対し、町より
杭の無償配布を行います。
③椎茸原木伐採奨励助成事業
　町内の椎茸原木の伐採を行うことで、森林管理
を推進し、また、町内産の椎茸原木を普及させて
本町の特産品である椎茸栽培を支援することが目
的です。
　町内の山林で、椎茸の原木として適齢期に伐採
を行った場合に定額助成を行うもので、伐採した
木は、町森林組合を通じて、原木として販売しま
す。
④竹資源循環利用事業助成制度
　竹林の適正管理に向け、竹林整備を町シルバー
人材センターに委託する場合、事業費に対し、予
算の範囲内で委託料の 3 分の 2 以内で町が負担し
ます。
　竹林整備による里山の機能回復、景観の向上を
図ることができ、伐採した竹はシルバー人材セン
ターで竹チップ化し資源として活用します。

▲整備された竹林の様子
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猪名川町里山倶楽部松茸山再生事業
　広根地内の山林で「ひょうご元気松」の植林や
保育に取り組んでいます。森林が好きな人々が集
まり、町外からの参加も多く、楽しみながら山の
手入れを行っています。森林の整備だけでなく、
みんなで一緒に山の中でご飯を食べたり、自然の
中で人との触れ合いを感じることもできます。

　森を「守り、育て、活かし、ひろげる」活動
を通して、森と親しみ理解を深め、豊かな森づ
くりを進めることを目的として、町内の杤原め
ぐみの森と内馬場の森で、森林ボランティア活
動を行っています。

▶
会
員
の
活
動
状
況

◀
杤
原
め
ぐ
み
の
森
で
の
会
員

の
活
動
状
況

◆
集
落
座
談
会

　
里
山
再
生
基
本
構
想
策
定
に
向

け
て
、
５
月
末
よ
り
町
内
32
の
農

業
集
落
に
お
い
て
、
山
林
所
有
者

や
集
落
な
ど
の
意
見
交
換
を
す
る

た
め
集
落
座
談
会
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
集
落
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摂
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